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1.包括的 BPSDケアシステム①の説明

1)包括的BPSDケアシステム⑤とは

「認矢□症の対象者 (BPSDをもつ者含む)に対して、包括的にアセスメン

ト、ケア項目、アウトカム評価をひとつにしたシステム」 です。
1)

内日陽子、包括的BPSDケアシステムの開発、認知症ケア研究諭 2i17-26,2018.

httpぎ//www.jstage.ist,go.jp/ardcle/jdcr/2/O/2_17/_。 df/― char/ja

2)「認矢□症ケアのアウ トカム評価」から「包括的 BPSDケアシ

ステム①」の改良

筆者は長年、「認知症ケアのアウトカム評価」を開発、ケアの質改善に取り組んでしヽ
ましたが、2① 17年 AMED研究費を受け、「包括的BPSDケアシステム①」に名称を
変えて改良しました。 (包括的BPSDケアシステム①は i商標2① 19-l①7①47:出願
人内日陽子・英語表記 the HOlもjc BPSD Care System① :商標2019-17① ①9①
① :出願人内日陽子)。 改良点は病院、施設、在宅ケア機関等、どこでも対応できるよう
に服薬管理の頂目と各ケア頂目の追加等をしてしヽます。また、電子版も作成しました。
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2.包括的 BPSDケアシステム①の記載汚法 (評価票参照)

1)測定時期の決定 (表 1の手順1)
アウ トカム評価とは 2時点あるしヽはそれ以上のBき点の状態の変化を評価 (測定)するも

のです。ます沢」定の時期を決めて<ださしヽ。通常は 2ヶ月、 3ヶ月、 6ヶ 月と設定され
ることが多しヽです。また、何か新 ししヽ取り組みをされるなら、その前後 2回を設定 しま
す。訪間型サービスの場合は、初回訪間と 10回 目の訪間など回数で区切ってもかましヽ
ません。2時点の期日が決まったら「月日の欄」に設定したその月日を記入してくださ
しヽ。

〈演」定の時期の例〉

例)4月 1日    6月 1'日

2)記入者の決定

ケア提供者によって認知症憲者の状態が変わることがあります。本調査では一番よく
関わってしヽる受け持ち担当者が記入します。また、記入したことが正ししヽかどうか第3
者の評価者や他の香護・介護者など複数の力に確認してもらうとよしヽでしょぅ。

3)アセスメン ト番暑の記入 (表 1の手順 2・ 4)
2時点の月日を記入したらそれぞれ、設定日から過去1週間の状態をアセスメントし

て対象の状態にあった番号 (0～ 4)を「①第 1回アセスメント番号」「②第2回アセ
スメント番号」の欄に記入してくださしヽ。(どの番号にもあてはまらない場合には、その他の欄に状況をご記入ください)

過去 1週間としたのは認知症をもつ力の症状が国内変動・期間変動 しやすしヽことを者
慮 したためです。

回答番暑は ①が正常、自立です。その後番暑は大きくなるほど状態が悪くなってしヽき
ます。該当する番暑を記入欄に記入 して<ださしヽ。

4)ア ウ トカムを高めるケア項 目の記入 (表 1の手順 3)
「アウトカムを高めるケア」の欄にはアウトヵムを改善、維持するために私たちが実

践してしヽくケアの標準化を示してしヽます。
1回目のアセスメント番暑記入後から、2回目のアセスメント番暑を記入する間に実

践したケア項目の回にγチェックしてくださしヽ。ヶァを実践して改善したのか、実践し
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5)ア ウ トカム判定の方法 (表 1の手順 5)
アウトカム半」定は1回 目に記入したアセスメント番号から2回目に記載した番暑を比

較して判定します。アウトカム半」定の欄には「最高lLL持続」、「改善」、「維持」、「悪化」、
囁 低値持続」の5種類あります (表 203参照)。 半」定したら、アウトカム判定の欄の

該当する国に/を記入します。
表2)アウトカム判定力法

評価項目 アセスメント番暑 1回目 2回 目 アウトカム判定

①笑顔 笑顔が見られますか?

1列 1 0

1S」 2 2

例 3 2

1列 4 2

例 5 4

最高値→最高値  ⇒最高値持続

2-1三 十1   →改善

2-2=土 O   ⇒維持

2-3=-1   ⇒悪化

最低値→最低値  ⇒最低値持続

O:毎日笑顔が見られる

1:ほぼ毎日笑顔が見られる

2:時折笑顔が見られる

3:あまり笑顔が見られない

4i全く笑顔が見られない

その他 (      )

1回 目、2回目で比較

① 「最高値持続」とは一番良しヽ状態が続しヽたことを示す。
② 「改善」とは前の状態より良くなったことを示す。   |
③ 「維持」とは前の状態より変化しなかったことを示す。
④ 「悪化」とは前の状態より悪くなったことを示す。   |
⑤ 「最低値持続」とは最低の状態が続しヽたことを示す。

3.ア ウ トカム評価 と質改善活動

1)アウトカム評価とアクションプラン

アウトカムを評価することで認知症憲者のどこが改善されてしヽるのか、どこが維持で
きてし`るのか、悪化してしヽるのか明確になります。

第 1段階 包括的 又ム⑤評価票 (アウ
卜 準化)実践

第 2段階
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2)アクションプランの立案方法

アクションプランはシステム評価票の「アウトカムを高めるケア」の欄に

設定されてしヽる「ケアの標準化」の実践では足りない個別のケアプランです。

「その他 ( )」 の欄に追加します。

例えば、(好きな洋服を家族にもってきてもらしヽ着てもらう)、 (昼間点滴

をしてタカから翌朝までは外泊してもらう)、 (好きな甘酒を家族と一緒に飲

んでもらう)、 (のけ者にするような発言はしなしつ、(先生、教えてくださしヽ

とお願しヽする)、 (好みのぬしヽぐるみを抱しヽてしヽただ<)、 (気ののよしヽ 10時

ごろ入浴してもらう)など、その人に有効なケアを記入します。
アウ トカムを高めるケア

日 実施したらチェックする

□

□

日

□

日

□

原因・背景の追求

模範を示す

物品を整える

声かけ

少し手を添えて介助する

その他 ( )←ここの部合にアクションプラン記入

4.包括的BPSDケアシステム①の電子版
本研究では、WEB版 を開発 しました。WEB版では画面でクリックし、アクションプ

ランは入力する方式になってしヽます。前回より改善 してしヽるのか、悪化 してしヽるのか、
変化なしか、可視化できるように工夫してしヽます。また、継続的に変化を評価、集計で
きるようになってしヽます。今後、広く使用 してしヽただけるように検討 してしヽます。

～6～



Q&A

Ql:こ のシステムは何に使えますか ?

Al:①BPSD(認矢□症の,い理・行動症状)で困つてしヽるとき、またはBPSD

が発生すると予演」されるときに使しヽます。②どの領域がよしヽ状態で、どの領

i或が悪しヽのか、全体的な評価でも使えます。また、③新しくケアを改善、研

究をする場合、その効果の評価にも使えます。さらに、④認矢□症の研1うや新

人教育のときに、認矢□症のアセスメント、効果的なケア実施、評価の一連を

具体的に示して、現場でのトレーニングにも使えます。

Q2:一 回のシステム記入にどれぐらしヽの時間がかか りますか ?
A2:最初は 15の程度。慣れれば 5劣程度です。その他のアクションプラ

ン (個別のケアプラン)記入では、対象者に応じて考えなければしヽけません

ので、職員の力により時間は異なります。

Q3:システムを使うときに費用はかかりますか?
A3:システムの評価票は日P(bpsd.jp)に も公開しておりますので、無

料でダウンロードでき使えます。電子版につしヽては検討中です。

Q4:病 院でも、在宅、施設でも使えますか ?
A4:場所はどこであれ使えます。「アゥトカムを高めるケア」につしヽては

実践できるところをチェックくださし、。

～7～



おわ りに

この手ヨ|き書にて「包括的 BPsDケアシステム①」についてご理解しヽた

だけましたでしょうか。日泉多忙の中、立ち止まって、包括的にアセスメン

ト・ケア・評価することは大変意義があります。私はシステム活用により、

ケア職員の方がアウトカムを意識するようになり、ヶァをよりよい方向に変

えようとされる姿をしヽくつか見てきました。

皆様、ぜひシステム活用にチャレンジしてしヽただきたしヽです。このシステ

ム評価票はAMED研究費で作成し、日Pで公開しております。皆様にぜひ

現場で、研究でもお使しヽしヽただければと存じます。今後、さらに改良したしヽ

のでご意見もしヽただければと存じます。

システムを作成するにあたり、ご指導、ご協力いただしヽた利用者・ご家族

の方、職員、先生方に深<感謝しヽたします。なお、本書表紙 。最後の東のイ

ラストは認矢□症を持ちながら最後まで一人暮らしをされた故 A氏により描

かれたものです。イラストともに書かれた「誰でも年をとる」は深しヽ教訓で

す。

AMEDの担者 群馬大学大学院保健学研究科

老年香護学 教授 香護学博士  内日陽子
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